
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 ４ ８ 回  通 常 総 代 会 採 決 結 果  
 

実 出 席 ６ ２ 名 （ 議 長 ２ 名 除 く ）  

書 面 出 席 １ ３ ５ 名  

委 任 出 席 ０ 名  

欠 席 １ 名  

 議    案  賛 成  反 対  保 留  

第  一  号 議 案  
２ ０ ２ ２ 年 度 活 動 ・ 事 業 報 告 及 び 

決 算 報 告 承 認 の 件  
1 96  0  1  

第  二  号 議 案  
２ ０ ２ ３ 年 度 活 動 ・ 事 業 方 針 及 び 

予 算 決 定 の 件  
1 96  0  1  

第  三  号 議 案  除 名 決 議 に よる 脱 退 手 続 き 承 認 の 件  1 94  0  3  

第  四  号 議 案  定 款 変 更 の 件  1 95  1  1  

第  五  号 議 案  役 員 補 充 選 任 の 件  1 96  0  1  

第  六  号 議 案  役 員 報 酬 決 定 の 件  1 96  0  1  

第  七  号 議 案  議 案 効 力 発 生 の 件  1 96  0  1  

全 議 案 、 賛 成 多 数 によ り 可 決 承 認 されま した。  
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２ ０ ２ ３ 年 度 スローガン 
 

１ .  グリーンコープの産 直 農 畜 産 物 の利 用 を通 して「 生 命 を育 む 食

べもの運 動 」 を広 げてい きましょう 。 
 

２ .  組 合 員 ・ ワーカーズ・ 職 員 が連 帯 して、グリーンコープの良 さを伝

え、 新 しい仲 間 を増 やし、さらなる利 用 定 着 と利 用 増 を はかりまし

ょ う。 
 

３ ． 店 舗 谷 山 店 「 みらい」 と各 地 域 のキープ＆ ショップ、キープステー

ション、 ファイバーリサイクル「 ゆ う＊ あい」 を利 用 する仲 間 を増 や

し、組 合 員 と地 域 のお店 として 定 着 させましょ う。  
 

４ ． 原 発 フ リ ー の 「 グ リ ー ン コ ー プ で ん き 」 を 広 く 組 合 員 へ 伝 え 、 原 発

のない社 会 の実 現 をめざしましょう。 
 

５ ． グ リ ーンコ ープ の ４ つ の共 生 「 自 然 と 人 」 「 人 と 人 」 「 女 と 男 」 「 南

と北 」 について理 解 を深 めましょう。 
 

６ ． 「 夢 ヲか たち に理 事 会 」 で温 め た 組 合 員 の 夢 をひ と つ ひ とつ 実 現

していきましょ う。 
 

７ ． み ど り の 地 球 を み ど り の ま ま 子 ど も た ちに 手 渡 す た め に 、 カ ーボ ン

ニュートラルに取 り組 みましょ う。 

 

 

 

 

みなさま こんにちは、私 はかごしま北 支 部 の井 原 と申 します。 

昨 年 の ４ 月 か ら福 祉 委 員 会 に参 加 したの をきっか け に、新 しい出 会

いや、お声 かけをいただき、地 域 委 員 会 活 動 、子 どもの居 場 所 作 りなど

に参 加 させていただきました。 

そしてこの度 、グリーンコープかごしま北 支 部 理 事 の一 員 となり、皆 さ

まと共 に歩 んでいくことにとても感 謝 しています。 

組 合 員 として、１ ８ 年 間 本 当 に安 全 な食 品 や商 品 のおかげで、子 育

てと家 族 が支 えられ、助 けられていたのだと、この１ 年 間 の活 動 をとおし

て実 感 して いました。グリ ーンコープの存 在 は、私 の 生 活 につ ねに安 心

と、共 生 の考 え方 、そして、子 育 ての視 点 を浸 透 させてくれました。それ

から、つながりの大 切 さをあらためて気 づかせてくれています。 

保 育 支 援 や 家 事 支 援 、 子 ど も の 居 場 所 づ く り な ど 日 常 生 活 を 支 え

る取 り組 みにも携 わっています。組 合 員 の家 族 や子 どもたちが 心 地 よく

憩 える空 間 づくりに尽 力 できればと思 っています。 

こ れか ら、組 合 員 一 人 ひと りが 主 人 公 であ るこ とを 心 に留 めなが ら 、

ますますよりよ い方 向 へ向 か って循 環 していけますよう、活 動 の一 助 に

なれればと思 っています。どうぞよろしくお願 いいたします。 

 

２ ０ ２ ３ 年 度 グリーンコープかごしま生 協 役 員 体 制  

    ≪全 体 区 ≫理 事   ９ 名  員 外 理 事 ２ 名  監 事 ２ 名  

≪地 域 区 ≫理 事  １ ２ 名  

第 ４ ８回 通 常 総 代 会  総 代 からの質 問 と回 答  
 

第 ４ ８ 回 総 代 会 へ向 けて、総 代 からご意 見 ・ ご質 問 をいただきました。 

ご意 見 ・ ご質 問 についてグリーンコープかごしま生 協 理 事 長 、専 務 理 事 より 

回 答 を載 せています。 
 

第 ４ ８ 期 総 代 会  書 面 議 決 書 「 ご意 見 欄 」 に寄 せられたご質 問 ・ ご意 見  

＜ かごしま北 支 部 総 代 ＞
 

質 問 組 合 員 とは「 ひとりの母 親 」 「 ひ とりの女 性 」 「 ひとりの人 間 」 という表 現 が 今 の社 会

これからの社 会 を 考 え た時 に、表 現 に 違 和 感 を感 じま した。スタートは そこだったかもしれ

な い の で す が 、 こ れ か ら の 時 代 い ろ い ろ な 立 場 の 方 が 利 用 さ れ る 可 能 性 を 考 え る と 「 母

親 」 を強 調 するのは私 は違 和 感 を感 じます。 

回 答 ご意 見 あり がとうございます。約 ３ ０ 年 前 、「 子 どもたちに安 心 安 全 な食 べものを」 と

願 う母 親 た ち が 中 心 と な っ て 、 グ リ ーン コ ープ を 設 立 しま した 。「 ひ と り の 母 親 」 「 ひと り の

女 性 」 「 ひとりの人 間 」 という表 現 には、当 時 の組 合 員 の願 いが込 められており、原 点 とし

て受 け継 がれています。 

その一 方 で、今 はジェンダーフリーが 当 たり 前 ですので、「 母 親 」 を強 調 することに違 和 感

が生 じるというご意 見 はその通 りだと思 います。各 府 県 のグリーンコープにおいても同 様 の

ご 意 見 が 組 合 員 か ら 届 け ら れ て おり 、 ２ ２ 年 度 共 同 体 理 事 長 会 で こ の 表 現 に つ い て 意

見 交 換 していま す 。 結 果 、「 原 点 と して この ままの 表 現 を 残 す。社 会 情 勢 や組 合 員 の 考

え方 によって柔 軟 に表 現 していく」 と整 理 しています。 

今 回 は 基 本 理 念 の 意 味 で こ の 表 現 を 用 い ま したが 、今 後 は い た だ い た ご 意 見 を心 に 留

め、丁 寧 に言 葉 を選 んでいきます。 
 

質 問 カーボンニュートラルに取 り組 むことは大 切 だと考 えます。しかしながら 、何 にどう取 り

組 んで い い の か が 議 案 書 から は 見 出 せませ んで した 。 取 り 組 み を ど の よ うに 行 って い く の

かについて、計 画 をくわしく 知 りたいと思 いました。 

回 答 ご 意 見 あ り が と うご ざ い ま す 。カ ーボ ン ニュ ー ト ラ ルに つい て 、現 在 グ リ ーン コ ー プ 共

同 体 と して の 全 体 方 針 を 検 討 中 で あ り 、 そ こ が 確 定 した 段 階 で 各 府 県 の グ リー ン コ ー プ

で （ 臨 時 ） 総 代 会 を 開 催 し 、総 代 の 皆 さ ん に 審 議 い た だ きた い と 考 えま す 。 具 体 的 取 り

組 み方 はその際 にご案 内 させていただきます。 

 

質 問 毎 回 、 チラシ の 数 が と て も 多 く 、 ほ と んど 目 を 通 す 時 間 が な い の で印 刷 や 配 布 の コ

ストがも っ たいなく 感 じてい ます。 今 は ネ ットで 見 る こと ができる ので、紙 のチ ラシが 必 要 な

方 以 外 は 減 ら す と い うの は難 しい で しょうか ？ た く さ ん印 刷 す る ほ うが 安 く な る のか も しれ

ませんが、インク の使 用 等 も環 境 に負 担 がかからない形 を目 指 せると良 いのではないかと

考 えます。 

回 答 ご意 見 ありがとうご ざい ます。２ 年 ほど 前 から オー ル グリーンコー プでカタ ログの 抜 本

的 改 革 の 検 討 を 行 って お り 、 予 定 で は ２ ０ ２ ４ 年 春 か ら カタ ログ の 丁 合 （ 各 カ タ ロ グ を 製

本 し、順 番 に そ ろ える ） 作 業 が 一 元 化 （ こ れま で 各 府 県 で 丁 合 して い た も の が 熊 本 県 で

丁 合 されて各 府 県 に送 り出 される） されます。 

また 、① 必 要 な カタ ログ を 個 別 で 選 択 で きる よ うす る 、② Ｗ ｅ ｂ 注 文 の 組 合 員 に は カ タ ロ

グ配 布 を廃 止 する、③将 来 的 には世 代 別 カタログ（ 組 合 員 の世 代 にあったカタログ） にす

る 計 画 で す 。物 価 高 の 影 響 で 紙 代 の 増 加 は 顕 著 です 。ま た 紙 を 減 ら す こと は 環 境 保 全

やカーボンニュートラルにもつながります。ぜひ積 極 的 に取 り組 んでいきたいと考 えます。 

 

＜ ほくさつ支 部 総 代 ＞  
 

質 問 活 動 報 告 にそれぞれの参 加 人 数 がほしい。どのくらいの組 合 員 が参 加 され、活 動 の

目 的 を達 成 できたのかを知 りたい。 

回 答 ご意 見 あり が と うご ざ い ま す 。 ご 意 見 い た だ きま し た 通 り 、参 加 人 数 を 表 記 す る こと

で 、活 動 の 広 がりが 具 体 的 にイ メージ で きる かも しれませ ん。総 代 の 皆 様 に 分 か り や す い

資 料 となるよう、改 善 に向 けて、２ ３ 年 度 の総 括 会 議 で検 討 していきます。 
 

質 問 総 代 会 議 案 書 に「 脱 原 発 運 動 にもこれまでと変 わることなく取 り組 んでいきます」 と

ありますが、２ ３ 年 度 はこれまで以 上 に取 り組 む必 要 を感 じています。 

九 州 電 力 は 川 内 原 発 １ ・ ２ 号 機 の ２ ０ 年 延 長 運 転 を 原 子 力 規 制 委 員 会 へ 申 請 中 で

す。川 内 原 発 は２ ０ ２ ４ 年 と２ ０ ２ ５ 年 に、それぞれ４ ０ 年 を迎 え、今 、県 民 の大 きな関 心

はこれ以 上 運 転 を許 すわけにはいかないという気 持 ちが強 いと思 います。 

組 合 員 の 命 と 暮 ら しを 守 る た め に 脱 原 発 運 動 に 取 り 組 んで きた Ｇ Ｃ か ご しま生 協 と して

可 能 な 限 り ２ ０ 年 延 長 運 転 を 止 め る 地 域 の 取 り 組 み に連 帯 して ほ しい と 思 い ます 。そ の

ためにグリーンコープ共 同 体 へ具 体 的 な運 動 （ 例 えば署 名 活 動 など） を発 信 し協 力 をグ

リーンコープかごしま生 協 として呼 びかけることを行 ってほしいと思 います。 

回 答 ご意 見 ありがとうございます。２ ２ 年 度 は、２ ０ 年 延 長 運 転 を止 める取 り組 みとし

て、学 習 会 や要 望 書 の作 成 等 を行 ってきました。ご意 見 いただきました通 り、「 これま

でと変 わることなく」 ではなく「 これまで以 上 に」 力 強 く脱 原 発 運 動 に取 り組 む必 要 が

あると、真 摯 に受 け止 めました。 

今 後 、原 発 立 地 県 であるかごしまから、どのような脱 原 発 運 動 を展 開 できるのか、グ

リーンコープ共 同 体 の連 帯 を活 かしていくことも含 めて、理 事 会 で検 討 していきます。 

総 代 数 ２ ０ ０ 名  


